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肥料価格の推移
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【飼料関係】

〇 近畿における飼料作は水田主体であり、既存の機械体系で生産可能な飼料用

米やWCS用稲が過半。保管場所の確保・整備が課題。

〇 牛飼養農家はWCS用稲の利用拡大への期待が大きいが、専用機械を有する収

穫・調製の担い手（支援組織等）の確保が課題。

【堆肥関係】

〇 耕種農家における堆肥利用上の大きなネックは、運搬・散布に係る労力とコ

スト。

〇 特に、臭いが少なく広域流通が可能なペレット堆肥への期待が大きいが、誰

が機械・施設を導入し、製造・流通を担うのか（JAの役割に期待）。

〇 耕種側における堆肥の一時保管場所の確保・整備、マニュアスプレッダーな

どの散布機械の導入等に対する支援が重要。

【共通】

〇 耕種農家における堆肥による土づくり、畜産農家における飼料用米・WCSを

含むTMR給与などの技術指導、耕畜を結ぶコーディネートやマッチングなどの

面で、府県（振興局等）、市町村・JA等関係機関の一層の関与が重要。

各府県との意見交換において示された主な課題等（令和４年４～７月）
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〇 都府県における近畿の牛飼養頭数の割合が４％である一方で、飼料作付面積の割合は
１％に過ぎず、他の地域に比べ購入飼料への依存度が高いことがうかがえる。

〇 近畿における飼料作付面積は、牛飼養頭数と同様に、兵庫、滋賀、京都、奈良、和歌山、
大阪の順となっており、特に、滋賀と京都が頭数の割合を上回っている。

牛飼養頭数と飼料作付面積の割合（都府県・近畿）

牛飼養頭数割合（令和４年） 飼料作物作付割合（令和２年産）

都府県
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〇 令和３年産の田の飼料作物作付割合を地域別にみると、都府県の平均が53.4％となってい
る中で、近畿は85.2％と全国で最も高い。

飼料作物の田畑別作付割合（全国）

資料：農林水産省「作物統計」

飼料作物の田畑別作付割合（令和３年産）
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〇 令和２年産の水田飼料作の内訳は、近畿全体でみると、飼料用米（29.4％）とWCS用稲
（23.1％）が合わせて過半を占める一方、青刈りとうもろこしの割合は4.2％とわずか。

〇 府県別にみると、兵庫では牧草、WCS用稲、その他（ソルゴー）がそれぞれ約３割を占め
ているのに対し、滋賀では飼料用米が約７割を占めている。

各府県別の水田飼料作の状況（近畿）
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資料：農林水産省「作物統計」、農産局『新規需要米の取組計画認定状況』

ha

各府県別の水田飼料作の状況（令和２年産）
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〇 令和３年産の飼料用米及びWCS用稲の作付面積は、ほとんどの府県で前年より増加（特に、
飼料用米は滋賀県で、WCS用稲は兵庫県での増加が大きい）。

〇 令和４年産（９月15日現在の作付状況）についても、飼料用米については上位４府県で、
WCS用稲については上位３府県で、前年より顕著に増加。

飼料用米及びWCS用稲の作付面積の推移（近畿）
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資料：農林水産省 農産局『新規需要米の取組計画認定状況』、令和4年産については各府県より聞き取りした数値
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